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天柞蠶の飼料と繭質との關係（豫報）

北澤孝一

　本研究を爲すに當つて御指導と搬表を許可せられたる井上柳梧陣士に封し深甚なる謝意を表

す。

緒　　　　言

　天慧（An七heraea　Yallmmai，　Gu6rin）及び柞羅（Auも1］　eraea　pemyi　GuC‘riii）の飼料と

しては由毛曝科（Fagaeeaθ）に騰する柏（Quercns　den七a士a，　MI’iumb）櫟（QLzereus　se「「ata・

Thunb）　楢　（QuerGus　glanclulifer［，　亙31ume）　票　（Ov　ueyeus　don七誠a，　Thuub，　vl、　1’s

pin職もibida，　mas七suユn）棒（Abelia　b批a，　sclim）及蔦柳（Salin　viinlnalis，　L）等が知ら

れて居る講して謝、綱・・幽。効ては脳治男氏及権大魯氏は櫟騨の徽廟料灘〔

がある事を繊し渤及糠の徽研究蹴ては賄岩瓢1・矧蝶は飼融繰網々に働

て屠る事を獲表し井上柳梧隙士及び尾藤省三氏も之等二者の比較研究をせられたり。（未磯表）

蝿・・i・・1iは91・T・・c・11，蕊鞭・亨，塒を糀麗兇・・添購・憩・て91・・…11を給響騨號

は絹質物質の窒索含量及フヰプロイン含量及一一粒繰綜量の多き事を實瞼報・告せられツ1二上博士も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t6）
同様なる結果を家慧のamhlo　acid添食に依りて得られたり。尾藤雀三氏は障認にボブラ，樟

及公孫樹の三種を給與して罵休重量及輔休璽並に絹質物の生産に於ても粗螢白質含量の多きも

の程優りポプラ、樟、公孫樹の順位に飼料債竹葭のある事を報告L窒素含量の毘錨榮養に於ける

重要性を肯定せられたり。皐娠博士も亦飼藥中の窒素化合物が麟体の榮養に於て重要なる役割

を負櫓してゐる事を述べられて居る。

　著者も亦之等の事實を裏書する材料を天柞慧の榮養に就て得kり。而してそれ等が製縣原料

としての優劣にも大いに關係あ．るを知り疫り。

材料及實験

　署者は天慧及柞獄に就て柏葉及櫟葉の爾種を給輿し夫等の繭質に及ぼす影響を調査したり。

飼育地は長野縣南安曇郡有明村にして櫟葉飼育のものは全齢給輿し花るも、柏葉飼育のものは

二齢期迄は櫟葉を給興し…ヨ鈴期に至りて初めて柏葉を給興せしものなり。術天慧及び柞慧の習

性として天羅は硬葉を好み柞獄は軟葉を嗜好・し從ひて飼育林管理の上にもi差異があり之等原因

探究の意岡のもとに供試葉の硬軟三硬に就て化學組成を調査したり。繭質調査として繭暦歩合、

鏑形調査、解紆曲線N／5q苛性曹達IC樹する溶解性、一粒繰試験、繰綜試駿、生縣槍査を行ひたり。

試　験　成　績

第1，飼料の化肇組成

　タン昌ン及粗繊維の定量は農藝化墨分析書第一編（訂正八版）tこよりて行ひ他は常法に從ひ

可溶性無窒素物は直接に定最せす計鱗〔によりて求めたり。
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Al練の化墨組成噺鮮物百分中）

r＝．　．．　　1硬　葉1軟　葉　　工一テル測鵬　ii　2・2231

水　　　　分

乾　　物　　澱

有　　機　　物

7E　　　　分

総　　窺　　素

粗　螢　向　質

蟹白質窒ii廷

牙虹　繊　　維

タ　　ン　　＝　　ン

エーテル濫閏物

可溶無窒素物

一H－一

笈黶
@　　　　　　一＿＝艦　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　l

66。7生7

33．253

3L445

1．808

1．ユ生6

7．162

工．OU

i2．018

0．230

3。552

8．713

、繭r旧’．　嚇難鋤li　「8・°751

2．070

2．182

18．136

3…99　　硬軟に就て見るに水分及可溶無窒素物以外

28．937　　　の総ての物質が硬葉に於て多し。
1・16‘a @　櫟劇膜の化墨紺成を比較して朋に篠
゜・917 @はフ紛鰻少依分湘”旨肱懸噸も亦
瀦　少く欄維…剛容継素伽多・．
　　　　　　第2，繭質調査
3．31岳

　　　　　　A繭形’調査
1．go8

2，238　　　柞蝋聯物）
ユ7・65a @　　　　　　V柏　剰1櫟　楽

灘は軟葉砒し・紛・…嚇鰹・繭　長
書鎌瑠臨鴛ン昌噸翁彗繭　巾
　・増葉の佛繊（新鮒媚分，P）　　　wh立の糠

3．9Cln

2．1

53粒

4．d

2．3

45

1陣　葉1レ欧　葉　　＿．天ue

水　　　　分

乾　　物　　量

有　　機　　物

友　　　　分

総　　窒　　素

1組　蛋　fSi　質

i蛋白質窒素
瓢　　繊　　維

　57。058

　42，942

　40．944

　　1998

　0．985

　6．156

　0．767

1　14・490

69．、92｛ @　　　1「櫟葉劃r柏葉繭
30．508
　　　　　　　關　　　　長
29．610

　　　　　　繭　　　　巾
0．898

0．831　　一立の粒数
5。193

0．706

4。1Cm

‘a　．1

58

生、0

2．1

56

　　　　　　柞羅にありては柏葉を食せしもの繭形大な

、．。99　り・天駄効て姻猪鱗大ならざる醐
　　　　　葉給興のもの小なり。

］3繭暦量護周査

一粒別に20粒調査し築均を求めSi－一粒にて現す。

　柞　　　鎧

繭　　　　　重

頭而　．体　　重

娩　　皮　　黛

繭　　　　暦

繭　　　　柄

絹質物合言卜

繭暦　歩　合

櫟　　葉　　飼　　育

・　1・　悸均
6・8079・

6．252

0．060

0．485’

0』091

0．494

7・260％

5。239

4．820

0．Oo「2

0．388

0，0093

0．397

7．58

6．023

5。5B6

0．056

0。421

0．0092

9．d31

7，d2

1　IE　－1M！！！

柏　　葉　　飼　　育

・16扉均
7．119

6．d87

0．065

0．551

0．0146

0．565

7・9・t％

5．886

5．208

0．06盛

0．598

0．Old

O．613

10．41

」張の如く柏葉飼育のものが櫟葉飼育のものに比し絶封繭暦量及歩合共に優る。

6　．502

5．848

0．065

0。57d

O．0ユd7

0．589

9．17
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天　　　獄

繭　　　　　重

踊　　体　　露

娩　　皮　　雄

繭　　　　　暦

繭　　　　　柄

絹質繧勿合計

繭　厨　歩　合

櫟　　　棄　　　飼　　　育

・　l　a　…均
5．520瓦

5．0生7

〔｝．081

0．387

0．006亮

O。3877

7・02％

4，2tr5

3．86V

O．（，70

0．蹴1

0．0037

0，3tLor　o

8．05

4．902

4誠58

0．076

0．36S

O．OO40

0，3663

7．53

柏　　葉　　飼　　育

・1・陸tE’．．
5．533

5．10｛t

O．1038

〔｝。37ユ

0。0032

0．3758

6．73

庄．219

3．818

0．066

0。330

0．ooma

O．3’350

7、93

4．901

4．。46コ

O．OSs

O．351

0。0037

0，355藤

7．33

　上表に示される如く天麟は柏葉飼育のものが繭暦量の維剃量及歩合並に繭重に於て劣る。作

翻とは異る成績にして雌雄捌にありては繭重繭層絶封量に就ては雄は劣るも繭層歩含に於て優

り家獄に於ける雌雄關係，と等しo　　　　　　　・

第3　解釘測定　　　　　　　　　　　　　　　　　　’－

　A解好測難o
井鱒士が耀の解働1淀蹴て灘られた肪法識鞄しv，。く塁翻礁胆るものにし

て繰綜放績と正の粗關現敦を有するを以つて野欝綜の解傍を示す方法として適當なれば斯法を

探用せり。

　蒸溜水200c．c，繭暦・19下認の時聞逆流1令却襲置下にて沸騰鮎に於て煮沸し溶解し來る窒素を

無水繭贋に封する％を以つて示す。

　　柞　　　鐡　　　　　　　　　　　　　　　　　天　　　獄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［
柏葉酬・・233°・‘12°・77°1・15°　柏葉繭i°・373°・d，86°・7°5°’812

　上表は縦軸線上に1容解量を横軸線上に煮沙1｝野竜聞を探りて曲線を示すべきなるも都合上略す。

　上表は天柞獄共に溶解窒素の稲葉繭の方が少きを示してゐる。EIJち柏葉の飼育｝こよるものの

繭が解箭不良なるを現すものなり。

　BN！50苛溶性曹達に依る溶解度。

　繭暦1g溶液200G．G．逆流冷却需装置下に沸騰黙にて30分間虞理し溶解窒素を測定し無水繭暦

に封する％を以つて示す。

　　　　　　　　　　　　櫟　葉　繭　　　　柏　葉　繭
　　　番乍　　　　　獄　　　　　　　　　　　1。781　　　　　　　　　　　1．665

　　　天　獄　　　2・917　　　2・770　　　　　　、，，
　家鑓に比し甚だ強い抵抗力を有する野獄繭の解傍を簡軍に比較する一つの乎段として薯渚等

が探用せんとして居る方法の一つであつて解侮曲線と同様に稲を飼料とせる天慧及び柞鍛が強

い抵抗性のある繭層’を形成してゐる事を知る事が出來る。

第4　繰継試験。

　A一粒繰試i瞼0

　10粒に就て測定し典れをz｛玄均せりo

　　　　1【塒間に壱臨・聞、3・・制・時問　　1・分旨劇書・楚…璽．

櫟葉酬…d－・6…833・・555　櫟葉繭・・a・…5⑪5°・747°・972
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柞蹴

天鑑

1櫟　　副
　　　　　　　L
　柏　　　繭1

櫟　　　　繭噛

柏　　　　繭

解好綜長
（メートル）

507．3

（S　14．0

320．0

327．5

隷景（劉10粒）

　　（瓦）

3，58

3。69

2．19

2。05

繊　　慶　（デニ戸ル）

上燈i・1ゴ暦1下厨
5．71

6。30

6，650

6，272

4。91

5．50

d．40

4．89

5．802

4．883

欄蹴ては柏葉よ粥た翻の薦乏鰍長賑く纒多く繊慶駄し。天闘こありては綜
長短く縣最少く繊度も紬し、即ち柞羅と反封の結果が示されてゐる。

　B繰綜試瞼。
騰の繍に關・て翻鞠舗殆ん・無く齢ありても醐村にありても原舞；白勺勧

法で行なは揃灘ア・・刺灘て煮繭し欄汲び翻く中繍が行なは轍湘灘1。て輔
瞬糟にて鰍して別・鞭醐・」・柳鱒」・酷くより之れが研究を行ひ欄颯をあげ

ら謝許をとられてゐる・瀦餅一1紺筋灘伽て欄し繰縦百テひたり．

野灘髄當な繊る前齪を行瑚・購士及びr羅勝氏畷明職灘ブコ輔器に韻繭
し繰綜したり。

供　　　試　　　粒　　　数

原料繭重蟄（9）
示琶　　　劃’　　繭　　　暦　　　量　　　（9）

索　　　緒　　　時　　　闘　（分）

繰　　縣　　時　　陶　（分）

総　　　繰　　　綜　　　時　（分）

生　　　i除　　　量　（9）

調総繰繍｝寺問一一・tnj間繰綜量（9、

調総繰縣時間1009繰綜時fkS

蜘原料繭重燈に封する坐系糧（％｝

謝絶鋼備暦量に謝する生縣量〔％｝

柞　　　　　　籔

櫟葉繭1柏葉繭
100

602，3

dd．　69

26．5

75。0

ユ01，5

20．3D

ユ2，05

d9．77

3．38

45．61

100

650。2

56．62

25．0

81。7

×06．7

21．9ユ

z2，31

d8．69

3．36

3s．69

天　　　　　　獄

櫟葉繭1柏葉蔚

1…
　　翻

　　llご。

　　鑑1

　　縢2

　　、1：：1

100

490°1

36，go

41．3

213，8

255．17

17．93

4．　．216

142．3

3．65

48．58

聡麟繭方法鯛趨理に依るも轍1醗醐と櫟繭と麟繭行程を異に効。襯に於け
る飼料に依る差異を観察するに柏繭100粒より得る生綜量の絶封量は多しと難も原料重量より

得る生綜量は少く3く絡封繭暦量よりの生綜量に於ては非常に少く柏葉の解紆不良にして且屑物　　　　，

量の多きを語り絡るも10瓦を繰綜するに要する時1用及ユ塒糊繰綜量は少しく優る。天獄にありて

は総て柏葉に働て飼育せるものカ・不郎して欄が二種の植物飼育によりて鮒る灘より

も天獄が與へられる影響の方が大である。　　　　　　　　　　　　　　　　’

　C生縣槍査。

　測定時の盗度91QF漏度81％

il　　　　ii（繊　　慶アa－・ノレ）「強♂「調蚤㍉∫・「仰度％

柞，、1櫟葉酬…86193・6　・．・3巨8．9
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　　　　　＿麺．．葉一＿薩」．＿墨里＿＿豊．L＿＿．＿三塑　　＿＿翌。距＿

　　　　　　イ樂　　　葉　　　 襯町　　　　　　18巳竃〕し，　　　　　　　67・40　　　　　　　　3・7d　　　　　　　　 27・6
　天　　蟹置

　　　　　，柏葉繭　23・繋゜　　8°・85し　3・47　　27・1

柞獄にありては櫟菓爾llは弧力小にして伸鹿大なり。天羅にありては櫟葉繭は強力伸度共に大

なり。

　　　考　　　　察

　天柞獄を柏葉及櫟葉にて飼育せる結果に就ては共の影響は天置及び粋慧に就て異り柞慧は絹

質物の生産に於て柏葉飼育のもの優秀なるも解好に於て劣り、天獄にありては絹質物の生産も少

く且製綜原料として最も重要性を有する解欝に就ても劣る。叉柞獄は柏葉のもの絹質物多けれ

ども解野不良なる結果繭層量に封する生綜量少く帥ち屑物量多く且ヂ昌一ルの太き結果手脚り

も悪し。天獄は柏葉にて飼育せる櫟葉に比し甚しく不良にして何にが故に柞獄よりも其の受け

たる影響が甚しきかは其の原因を蓮べる事を得す。然しながら斯る結果が柞慧と天慧とに反樹

に現れたるならば著者は天獄は硬葉を好む習性を有する故に簡箪に思考せしやも知れざるも上

記の結果にて了解に苦しむ者にして、櫟葉は窒素含量は柏葉に比L多きにもかXはらす柞獄に

ありては柏葉が絹質物の生産量も多く輔休重も大にして、天慧は多くの家獄の例に見られる如

く窒素含量少き柚葉が絹質物生産量も少し。柞獄と天鷲とにありては絹織維の粗成も異り又其

のFibroinのアミノ酸組成も異り且共のSilk　91ueの性質に於ても甚しく異る如く榮養關係に

ありても異る結果が一h記の如き成緩となり現れたものと考へ得る。　タン＝ンの如き物質は柞慧

の好まざる櫟葉硬葉中には軟葉に比して甚しく多く然るに柏葉は櫟葉より多く含有せられ硬軟

に催ウ甚しく異ならざる事より推論して柞窟が絹質物を作る．ヒにタンニンが聞接的に重要なる

仕事を爲して居るやにも考察L得る。然しながら飼料中の特殊含有物の成長に封する抑制及促

進に就ては家葱に於ける研究も少く野獄の如く多食性のものに就て行ふ籍は興味ある事なれど

も螺の榮蝕膿繊維の鰍含働の化脚職統分剛定せられ禰欝1題である・柞
：・？・が窒素頷鱒柏葉に働て隙たる繭彫髄得たる如甑麗に於け肝塚阯が窒纏，
肥量多き八月秋箪用桑葉の飼料債値の低下さるものなる事を報告せられたる如き例もありN川

獺博士の炭水化物の生理的意養の重要性に關する報告の如きもあれば一概に窒素の多少に依り

て榮養贋値を論述し難きも共の重要性は明瞭に謂ひ得るものにして著者の實験結果も之を表示

して居るものなり。

　解紆に現れたる結果が天柞獄共に柏葉のものが甚しく不良なるは共の原因は究明し得づ㌔野

獄繭の解野に關する研究は殆んど無く家羅に於ける如くFibroinを覆ふSericinの膠質化學

的物理的條件が重要なる支配力を有するものと異の螢繭法が異り繭贋の含有する次分が主要な

る欄鮪する如く考へられs・・i・h・珊すべ勤質の性璽警尋蜘な關係にあるもの蜘

く將來の研究に待たねばならす柞鑓と弐鷲とのSilk－91ueは天鷲は次分及色素を除く時は象獄

に類似のアミノ酸粕成を有し柞獄は絶劃異るものにして質的にも量的に多いに異る。而して家

獄のSericilleの如く或る程度迄研究が完成しても之に榮養との開係を説朋する事は1丞1難の纂

に廉鞭は家勲刷靴獺曙め翻の締の良好なる耽調望孟したり．之はS…i・i・吸

Fibroinの分泌の時期の盛異に依りて起るものであるが解傍と榮養との關係は不明の事多し。

概　　　　括

1．天瀬及柞獄を柏葉及櫟葉にて飼育し其等が繭質に如何なる影響を有するかを調益し且飼料
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の化離組成との關係に就て考察を試みたり。

2涌蕪灘の化騨職の比較繭都ありては紛、勘、釆脂肪，羅頗少糊擁
及タン＝ン可港無窒素物多し。

　3．柞鷲にありては柏葉を食せしもの繭形大にして繭暦歩合多し。然るに天窟にありては櫟葉

飼育のものが繭形大にして繭暦絶謝量及歩合共に多し。

　4・ヲミ柞鷲共に柏葉飼育のものが解否予曲線より見たる解紆は不良にしてNt10苛性曹達に封す

る窒素の溶解最も少く繭暦の抵覇じ性大なり。

　5．一粒繰試験の結果は柞認こ於ては柏葉繭は櫟蛯繭に比し糸量少く繊慶太し。天獄齢il葉給

輿のもの糸量少く織慶は絢し。

6・繰糸時聞の徽は天欄共瞬1三脚1力礫舗に比L糸澱少く備も惑く絶踊礪量燭す
る崖産量少く從ぴて屑物量も多し繰懸時間も多く要し凡ての黙に於て劣る。

　7・天獄と柞獄とが飼料によりて受ける膨響を比較するに天獄は粕葉によりて櫟葉飼育よbも

凡てに甚しく不良なる結果となりたり。
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On the Relation between the Food Plants and 

the Properties of the Cocoons of 

Antheraea Yamamai, and Antheraea Pernyi.

Koichi KITAZAWA.

（Received　Oc七．10，1932．）

It　is　known　that　the　food　plants　of　Antheraea　Yamamai，　arld　Anしheraea
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The　autl：or　investigated，　what　changes　are　caused　to　the　properties　of　th3

cocoons，　when　the　wild　silkworms　were　fed　with　the　leaves　of　QuercLis　dentata，

Thunb，　and　Q肥rcus　serrta，　Thunb；and　a工so　the　chemical　composltions　of

the3e　leavs　were　determined　as　way　to　clear　up　causes．　　　　　　　　　．

　　The　following　results　were．　obtained．

　　1．When　the　chernical　composition　of　the　leaves　of　Quercus　dentata　is

compared　to　t’?@at　of　Quercus　serrata，　waterL　ash，　crude　fat・and　crude　prot6in

。，e　1，，s　q。antity　i。　th・f・・m・・；・nd・h　the　c・・t・a・y，…d・飾・e・t・n・i・・nd

soluble　nitrogen　free　extract　are　more・

　　2．The　tussah・’silkwormヨfed　with　the　leaves　of　Qしlercus　de窮tata，　spun

laryer　cocoons，　and　in　the　Yamamai　silkworms，　those　feユwith　leaves　of　Quercus

serrata　spun　laryer　cocoons　and　produced　more　cocoon　silk　in　peircentage・

　　3，。When　concluded　from　the　forms　of　the　curve　of　the　soluble　nitrogen，

which　show“kailo”1）of　the　cocoonS，　the　wild　silkworms　fed　with　leaves　of

Quercus　serrata　are　inferor，　The　solubi1｛ty　of　nitroge1｝of七he　cQcoons　in　the

・・1・・i…f晶N・・Hi・1・・s　i・q・a・・i・y　i・・h・c・c・・n・・f・the　wild・ilkw・・m・

fed　with　Quercus　dentata．

　　4．From　the　results　Qf　the　experiments　by　reeling　one　cocooh，　the　cocoons

of　both　wild　silkworms　fed　with　leaves　of　Quercus　dentata　are　poor　in　silk

and　it　is　known　that　the　cocQons　are　difficultly　reeled．

　　5，Although　the　Yamamai　and　tussah　silkworms　fed　with　leaves　of　Quercus

dentata　spin　the　inferior　cocoons　for　silk　reeiing，　the　former　especially　worse

ones　when　compared　to　those　fed　with』1eaves　of　Quercus　serrata。

1）“KAIJO”me且ns　the　states，　whether　the　cQc。ons　can　be　earユyユ℃eled。r　n°t’・

　　　　　　　　　（Che面dal　Rerearch　Laboratory，　Uyeda　College　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＄ericulture　and　silk・Industry，　Uyeda．）


